
曳
尾
庵
の
講
め
し
所
な
る
が
、
今
や
そ
の
形
を
あ
騰
り
に
　
の
登
見
よ
り
得
穿
る
暗
示
が
、
從
來
東
西
の
史
乗
地
誌
に

現
は
さ
す
、
他
日
の
探
究
に
待
た
ん
ご
欲
す
Q
絡
に
附
記
　
よ
り
て
議
ら
れ
剃
る
結
果
ご
相
待
ち
て
、
そ
の
が
は
の
孜

し
だ
き
ば
魂
同
年
六
月
、
予
が
長
崎
に
撮
聾
し
て
、
稻
佐
究
を
一
歩
進
め
得
べ
き
こ
ご
は
、
疑
な
し
ご
雌
も
、
そ
れ

の
悟
眞
寺
（
風
土
宗
）
に
藤
阿
蘭
陀
人
の
墓
地
を
探
る
や
、
　
ら
の
黙
に
つ
き
て
は
別
に
論
ぜ
ん
こ
、
こ
を
期
す
。
南
壁
寺

“
隅
に
鞠
砺
、
蒲
鉾
形
の
大
な
る
玉
敷
徒
の
墓
碑
の
存
す
σ
破
壊
等
に
關
し
て
も
、
其
南
瓜
及
ぷ
所
あ
る
べ
し
。

る
を
駿
虚
し
だ
り
。
長
さ
四
尺
に
近
く
、
三
箇
の
石
を
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
路
六
年
＋
二
月
四
日
）

接
せ
る
も
の
に
し
て
、
表
面
に
は
銘
文
穿
、
一
端
の
側
　
加
藤
清
正
の
聞
達
記
入
に
就
て

鞭
郵
鷲
舗
鶴
は
暖
纏
三
二
　
陸
軍
歩
兵
窪
竹
内
榮

交
．
・
字
彫
り
つ
け
ら
れ
た
り
。
予
は
同
行
せ
る
長
崎
の
探
古
　
　
　
　
　
繕
　
　
　
　
，
言
　
　
　
～
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

家
古
賀
十
二
郎
民
に
之
を
指
摘
し
、
そ
の
研
究
ご
登
掘
ご
「
’
　
豊
臣
秀
吉
の
外
征
は
、
輩
に
其
の
結
果
よ
り
観
れ
ば
、

を
希
望
し
お
き
挙
り
し
が
如
何
に
な
り
け
ん
未
だ
報
道
素
　
失
敗
陀
る
に
相
違
な
き
も
、
興
國
口
本
の
海
外
螢
展
史
を

接
せ
す
ゆ
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
形
式
に
於
て
は
成
願
寺
の
　
を
飾
る
べ
き
、
一
大
肚
畢
控
る
を
失
ば
す
○
秀
吉
外
征
の

分
ご
似
繋
る
中
大
に
し
て
、
彼
此
相
比
較
せ
ば
或
は
得
る
　
目
的
が
価
東
亜
の
大
陸
を
攻
略
し
て
一
大
帝
國
を
建
設
せ

斯
な
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
予
葦
は
切
に
同
地
に
於
け
る
　
ん
こ
す
る
に
あ
リ
セ
る
は
、
疑
を
容
れ
ざ
る
所
に
し
て
、

放
念
の
進
ま
ん
こ
ご
を
禦
み
て
止
ま
ざ
る
な
り
。
　
　
　
　
秀
吉
は
今
B
の
所
謂
亜
細
亜
主
義
の
窮
一
開
拓
者
ご
謂
ふ

　
著
滞
れ
、
京
都
の
所
謂
南
螢
寺
の
位
畳
に
興
る
て
今
回
　
べ
し
、
就
中
秀
吉
の
驕
將
加
藤
清
正
は
、
此
開
拓
者
の
急

　
　
　
第
三
　
、
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
勘
遙
入
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
一
一
三
　
（
一
一
三
）



第
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
加
藤
清
正
の
間
島
蓬
入
に
就
て

先
鋒
に
し
て
、
千
里
孤
軍
を
提
げ
て
獅
遽
く
北
鮮
國
境
外

垂
垂
陰
の
胡
域
に
進
み
、
日
露
載
箏
に
於
て
す
ら
、
我
軍
の

入
る
を
得
ざ
り
し
間
島
の
要
地
を
踏
破
せ
る
の
快
畢
は
、

今
日
の
國
民
に
多
大
の
敷
設
を
垂
る
、
も
の
あ
り
Q

予
は
昨
大
正
五
年
春
及
本
年
春
の
二
回
に
亘
り
、
親
し
く

問
島
の
硝
部
並
北
鮮
の
心
境
を
勧
誘
し
、
公
署
畳
々
清
正

の
行
動
に
關
す
る
戦
史
的
事
蹟
を
、
研
究
す
る
の
機
曾
を

得
だ
る
を
以
で
叢
に
其
一
端
を
概
述
し
て
、
古
英
雄
の
偉

烈
を
追
想
せ
ん
こ
す
。

　
本
研
究
に
引
照
せ
る
主
要
の
古
文
書
、
並
清
正
の
行
動

に
罪
す
る
大
騰
の
愚
察
、
池
内
文
學
士
の
叢
叢
に
擦
れ
る

も
の
多
く
、
叉
間
島
に
於
け
る
各
地
調
査
資
料
の
蒐
集
は

予
の
搾
油
せ
る
も
の
・
外
、
間
島
に
在
勤
せ
る
某
友
人
の

熱
心
な
る
親
助
に
負
ふ
所
大
な
り
。

　
　
　
　
冗
翼
輪
攻
残
の
慧
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
加
藤
清
正
の
一
軍
が
、
豆
満
江
を
渡
り
て
進
入
せ
る
兀

　
ヌ
　
ノ
良
喰
の
地
域
は
、
勇
敢
に
し
て
武
を
好
め
る
女
眞
種
族
の

第
　
號
　

一
一
四
（
一
一
四
）

住
地
に
し
て
、
今
縫
の
所
謂
浦
島
の
東
部
に
相
嘗
せ
り
Q
、

清
正
高
瞳
陣
壁
書
．
（
清
正
の
右
筆
π
り
し
下
川
兵
太
夫
の
，

手
記
ざ
信
ず
べ
き
も
の
）
に
、
其
の
民
情
を
遍
べ
て
『
お
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ね

ん
か
い
こ
申
事
は
、
弓
取
多
く
、
事
の
外
す
く
や
か
な
る

國
』
ご
云
へ
り
。
嚴
密
に
言
へ
ば
『
お
ら
ん
か
い
』
は
朋
の

時
代
北
鮮
逆
境
方
面
に
於
け
る
聯
盟
種
族
の
汎
辮
に
し

て
、
近
地
の
名
門
に
あ
ら
ざ
る
も
、
此
等
は
屡
々
嗣
標
に

用
ひ
ら
る
・
の
例
多
き
を
以
て
、
．
強
て
之
を
磁
養
す
る
の

必
要
あ
ら
ざ
る
べ
し
◎

　
清
正
が
兀
良
袷
を
攻
伐
し
濁
る
動
機
は
明
確
な
ら
ざ
る

も
、
從
來
の
研
究
に
依
れ
ば
、
概
ね
左
の
事
情
に
依
り
陀
曜

る
も
の
こ
推
定
せ
ら
る
〇

　
一
投
本
の
武
威
を
輝
か
さ
ん
が
青
め
、
武
士
酌
墨
刑
心

　
　
に
出
で
π
る
こ
ご
〇

　
二
豆
満
江
外
、
三
遍
冶
人
の
侵
略
に
摘
め
る
國
境
の
鮮

　
　
人
が
、
其
の
贋
懲
を
清
正
に
要
請
し
π
る
こ
ご
。

是
れ
實
に
言
言
の
観
察
に
相
論
な
き
も
、
兀
良
喰
の
状
況



〆

に
饗
し
、
文
話
元
年
九
月
二
十
日
勤
を
以
て
、
清
正
よ
り
　
口
に
し
て
、
炎
熱
の
候
懸
軍
長
騒
幾
多
の
困
難
を
費
し
漸

秀
吉
に
呈
畠
せ
る
左
記
報
告
書
は
、
此
の
研
究
に
罪
し
、
　
く
會
寧
に
譜
面
し
だ
る
も
の
な
る
を
以
て
、
占
領
垂
直
ち

更
に
他
の
着
眼
黙
を
吾
人
に
敷
示
せ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
に
情
況
不
滅
の
異
域
に
兵
を
動
か
す
が
如
き
は
、
事
理
に

　
群
書
に
如
金
申
請
、
磐
越
道
の
儀
、
指
出
己
下
御
置
目
度
悉
幽
付
帯
て
薩
　
合
せ
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
會
寧
占
領
の
當
時
は
、
清
正
も

　
　
　
　
オ
ラ
ソ
カ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
甥
喉
付
蒲
、
繊
僻
翼
冶
へ
相
鋤
、
彼
幽
之
繧
野
晒
レ
可
二
串
上
一
＋
日
路
ほ
ミ
　
未
だ
朝
鮮
零
下
の
所
在
を
知
ら
す
、
王
子
扁
行
の
逃
走
せ

敏
謙
麗
梶
至
難
識
毒
魚
調
煮
出
る
も
の
等
㌘
て
、
同
月
二
＋
吉
封
目
遷
隆
宛
の
書

付
て
先
戒
鏡
道
へ
打
大
（
引
上
る
の
意
）
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
朕
の
一
節
に
『
愛
許
今
少
山
中
を
も
さ
が
し
、
王
孫
並
官

財
の
報
告
書
に
依
り
て
之
を
考
ふ
れ
ば
、
良
好
な
る
領
土
　
人
等
相
尋
二
極
、
其
豊
明
次
第
に
、
お
ら
ん
か
い
へ
一
働

を
獲
得
せ
ん
こ
す
る
の
企
圖
並
明
応
侵
入
路
の
偵
察
も
亦
　
は
π
ら
く
へ
き
か
、
こ
成
二
其
物
耐
候
』
ご
あ
る
を
見
る
も
、

兀
良
陰
攻
伐
の
原
因
た
り
し
が
濃
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
少
く
も
七
月
中
に
曲
部
を
出
登
せ
し
も
の
こ
考
ふ
る
こ
ξ

　
　
　
　
駿
幾
の
議
飾
及
兵
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
は
す
。
次
に
兀
三
論
攻
伐
の
目
数
約
十
劉
聞
な
り
し
こ

　
大
陸
に
於
て
は
、
季
節
の
作
載
に
及
ぼ
す
影
響
大
な
る
　
ご
、
前
掲
九
月
二
十
洋
鵡
清
正
の
報
告
書
に
依
り
て
之
を

や
言
を
待
柁
す
○
殊
に
甲
霧
を
適
う
て
戦
闘
す
べ
き
日
本
「
知
る
を
得
べ
く
、
清
正
が
最
後
に
江
を
渡
り
て
皇
城
に
入

武
士
に
取
り
て
賦
、
酷
熟
涯
尉
面
に
大
敵
π
り
ゆ
是
故
に
　
り
π
る
は
、
朝
鮮
側
の
記
鍛
（
北
關
誌
）
に
依
り
、
八
月
十

清
正
の
行
動
中
、
最
も
括
面
す
べ
き
兀
良
恰
攻
伐
は
、
先
　
膨
脹
頃
な
る
を
以
て
、
清
正
會
寧
の
出
登
は
八
月
初
句
こ

づ
珈
何
な
る
季
飾
に
於
て
行
は
れ
銘
る
や
を
講
究
す
る
の
　
推
定
す
る
を
言
忌
こ
す
Q
是
姶
妬
暢
暦
の
初
秋
に
為
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
る
ズ

必
要
あ
り
。
清
正
の
曾
寧
占
領
は
、
文
緑
元
年
七
月
汁
三
　
朔
北
の
地
残
暑
鉤
ぽ
未
だ
去
ら
ざ
る
も
、
売
輕
嚇
し
て
軍
隊

第
三
巻
　
　
難
　
纂
　
　
塊
藤
清
正
の
間
島
蓬
入
に
就
て

第
　
　
號
　
　
二
戴
ハ
ー
ノ
一
五
）



　
　
　
第
三
餐
　
　
雑
　
纂
　
　
加
藤
清
正
の
闘
島
甦
入
に
就
て

を
行
動
せ
し
む
る
に
恰
好
の
季
節
だ
り
。

　
攻
伐
に
從
へ
る
清
正
の
兵
力
は
詳
な
ら
ざ
る
も
、
其
編

組
に
鮮
人
兵
を
加
へ
π
る
こ
ご
は
事
實
な
る
が
如
し
。
元

來
加
藤
軍
出
兵
の
総
数
は
、
約
プ
萬
人
ご
講
ず
る
も
、
入

員
補
充
の
逡
な
く
、
且
つ
衛
生
施
設
極
め
て
不
備
な
る
當

時
の
常
忍
し
て
、
釜
山
上
陸
後
長
途
の
行
軍
に
於
て
、
其

の
減
耗
多
大
な
り
し
の
み
な
ら
す
、
威
鏡
燧
進
入
後
は
、

後
方
の
守
備
等
に
書
越
せ
る
兵
力
又
勘
か
ら
ざ
り
し
な
る

べ
し
。

清
正
記
に
、
會
寧
の
鮮
人
五
百
、
清
正
の
手
兵
六
百
を
以

て
、
初
期
の
攻
城
に
從
事
し
だ
る
の
記
事
あ
り
。
此
の
記

録
は
必
ず
し
も
儒
頼
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
一
般
の
情
雪
上

間
島
に
進
入
せ
る
加
藤
軍
の
兵
力
は
一
千
人
以
内
ご
推
定

し
て
大
過
な
か
る
べ
し
。
鮮
人
の
如
き
は
、
今
日
蔦
干
て

も
、
給
養
極
め
て
二
軍
な
る
を
以
て
、
如
上
の
兵
農
な
ら

ば
聞
島
地
方
に
於
け
る
行
動
敢
て
難
し
ご
せ
す
。
要
す
る

に
溝
正
が
日
本
兵
を
申
．
堅
こ
し
、
地
理
に
明
か
な
る
朝
鮮

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
山
ハ
　
（
二
六
）

兵
を
補
助
こ
せ
る
集
成
部
隊
を
以
て
未
知
の
地
に
進
入
し

晒
者
の
敵
に
向
ひ
π
る
は
適
當
の
腱
概
ご
云
ふ
べ
く
、
嘗

て
歓
亜
を
躁
指
せ
る
蒙
古
遽
征
軍
の
編
組
も
亦
概
ね
此
の

方
法
を
採
る
を
例
こ
せ
り
。

　
　
　
　
攻
幾
の
霧
蹟

　
群
群
恰
攻
伐
の
事
蹟
は
明
瞭
を
欠
く
も
、
攻
伐
後
清
正

の
秀
吉
に
邊
致
せ
る
報
告
，
清
正
高
麗
陣
玉
書
、
同
書
の

異
本
花
る
清
正
朝
鮮
記
及
古
橋
叉
玄
の
清
正
記
者
に
陥
り

其
概
要
を
想
像
す
る
に
難
か
射
す
。
就
中
清
正
の
報
告
の

一
節
に
、
『
吾
良
略
百
姓
已
下
之
躰
、
爲
二
守
護
頃
者
無
レ
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む

む
か
し
の
伊
賀
甲
賀
の
ぐ
ご
く
に
て
一
在
所
一
門
所
構
要

　
　
　
　
　
　
む
　
む
ズ
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む

む
　
む
　
　
む

害
有
レ
之
村
而
、
四
五
ケ
所
命
二
成
敗
一
男
因
レ
叢
残
所
何
も

　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

明
烏
申
烈
士
、
放
火
仕
先
打
入
（
引
上
ぐ
る
の
義
）
申
候

事
』
ご
あ
る
は
、
實
に
簡
潔
に
し
て
要
を
得
、
概
ね
高
麗

蒸
鍋
書
等
．
の
記
事
ご
一
致
せ
り
。

　
ぬ
尚
麗
斎
月
寛
書
及
清
正
朝
鮮
記
に
傳
へ
ら
れ
詣
る
、
繊
訟
闘

の
情
況
は
．
可
な
り
詳
細
に
し
て
固
よ
り
從
軍
者
の
記
臆



6

の
間
違
等
嫌
な
か
ら
ざ
る
べ
き
も
、
今
日
に
於
て
墾
考
ご

す
べ
き
重
要
の
資
料
π
り
。
今
之
を
摘
録
す
れ
ば
左
の
如

し
O

　
清
詑
さ
ら
は
B
ホ
人
の
弓
矢
取
侯
様
子
、
お
ら
ん
か
汐
入
に
弓
矢
取
候
て

　
見
ぜ
可
レ
串
、
口
疋
よ
嚇
い
か
一
言
お
く
に
芝
浦
μ
多
く
胤
険
や
ε
識
微
レ
鐙
｝
候
へ
は
、

　
是
（
會
憲
の
意
）
よ
噂
四
里
中
程
行
潤
て
在
所
御
座
候
、
夫
よ
り
一
里
許
行
’

　
候
得
者
、
域
＋
発
御
磨
識
量
申
候
夫
よ
確
ま
査
里
路
行
候
得
は
、
お
ら
ん

　
か
い
の
都
御
竃
候
澱
串
候
、
さ
ら
は
、
ほ
い
れ
く
（
會
寧
の
意
）
の
者
野
手
仕

　
候
へ
、
彼
の
翫
へ
御
零
双
々
脚
け
候
て
、
n
ロ
太
甲
人
の
瓢
ず
な
み
を
岡
兄
、
ぜ
浮
す
る
の

儀
に
て
、
味
方
う
ち
無
レ
之
縫
に
ε
候
て
、
ほ
い
れ
く
の
者
三
千
計
の
者

　
に
は
、
衝
…
無
意
油
瀧
鞭
経
の
題
翼
を
、
鎧
｝
に
も
笠
に
も
書
急
立
て
、
先
へ

　
お
し
立
、
日
本
人
八
千
鈴
、
都
合
一
萬
千
鯨
騎
に
て
彼
所
に
お
し
寄
略
れ

　
候
、
細
る
早
天
に
城
†
三
膚
隠
所
に
着
陣
す
、
異
園
の
習
に
て
前
を
ば
整

　
固
に
か
こ
ひ
候
へ
ご
も
、
後
に
深
由
官
型
ぬ
垣
を
頼
、
さ
の
み
防
申
贈
…
不
相

囁
見
候
に
付
、
ほ
い
れ
く
人
を
ば
前
へ
や
啄
日
本
人
は
乱
像
の
3
田
へ
か
》
り
、

、
嘗
に
梶
十
人
三
十
人
に
て
引
申
程
の
石
を
、
か
な
で
こ
に
イ
、
掘
崩
し
、
爵

　
ふ
り
下
へ
お
ε
・
し
か
け
候
へ
に
、
隔
週
に
有
レ
之
家
《
も
悉
う
ち
つ
ふ
乙
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ご

砲
を
う
ち
か
け
串
候
に
付
、
お
ら
ん
か
い
入
不
無
罷
熾
「
退
散
魏
候
、
共
＋

＝っ
ﾘ
”
齢
煙
卦
び
が
卿
藩
聖
が
㌍
伽
漕
墨
髭
黙
認
懸
㌍
㌍
勲
燵
贈
警

　
其
時
清
正
内
貴
国
万
兵
衛
ミ
串
も
の
、
名
審
の
く
み
う
ち
高
名
佳
候
て
疵

　
を
か
う
三
頭
、
清
正
び
ざ
の
土
に
て
看
病
被
レ
成
被
レ
遽
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
麗
陣
雑
書
）

第
三
罎
　
　
雑
　
纂
　
　
加
藤
清
正
の
閥
島
蓬
入
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む
　
つ
　
つ
　
　
　
む
　
ハ
ヒ
　
む
ラ
　
む
　
つ
　
む
つ
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
り

　
右
の
城
ヤ
三
悉
日
工
て
、
其
夜
蚊
其
所
の
李
下
に
野
々
　
を
被
レ
成
候
惣
勢

　
．
へ
清
正
よ
嚇
下
知
被
レ
仕
候
に
、
お
ら
ん
か
か
の
二
二
近
・
ト
て
候
問
隔
て

夜
打
を
か
け
可
レ
串
候
探
、
少
も
油
三
唱
間
敷
旨
手
か
れ
く
被
・
串
鰯
褄

あ
ん
の
如
く
其
夜
の
牛
時
分
に
夜
う
ち
塗
候
、
此
方
に
も
曲
臨
不
レ
仕
候

に
付
て
、
取
合
、
夜
討
の
も
の
を
追
彿
、
数
百
入
討
紅
筆
供
、
共
時
主
謙

、
頭
下
知
仕
候
は
、
勢
の
多
少
を
倣
“
み
す
か
さ
れ
候
て
は
裁
る
ま
じ
く
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
む

　
問
、
追
付
此
方
ま
り
よ
ぜ
候
は
ん
ミ
の
職
に
て
、
諸
勢
打
立
夜
中
に
五
六

彪（

ﾚ
縄
墨
に
要
急
す
脳
譲
幅
卵
薦
黒
熱
認
罵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ら
ん
か
ぜ
の
都

　
ら
ん
か
い
の
都
に
著
陣
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
に
て
山
の
岡
よ
り
、

　
　
　
む
む
む
　
つ
　
む
　
む

　
む
　
む

　
を
厨
潤
お
か
か
・
し
候
へ
ば
n
口
承
の
都
五
つ
程
合
ぜ
認
る
ふ
人
分
家
御
F
座
雁
隣
（
清
一
止

記
に
は
冒
本
の
都
二
つ
程
も
あ
ら
を
撃
砕
と
こ
あ
り
）
そ
こ
に
て
籔

　
砲
を
う
ち
、
そ
ろ
へ
う
ち
ハ
一
町
製
躍
・
の
義
）
な
亡
つ
か
ま
つ
り
（
清
正
記
に

　
は
「
五
百
挺
の
鐵
砲
を
山
上
よ
り
揃
温
し
ご
あ
》
）
大
貝
吹
き
立
ξ
り
か
け

　
・
り
れ
候
へ
融
μ
、
・
内
裏
を
あ
一
り
の
｝
・
由
丁
零
に
・
付
て
、
先
一
番
一
に
・
内
μ
裏
面
ト
火
を

　
か
け
そ
れ
よ
り
芳
々
手
分
如
露
笈
に
て
も
は
や
鐵
砲
も
不
入
候
塾
家
を
大

　
骨
機
鵬
春
意
鋸
一
心
要
に
て
候
問
、
其
心
得
仕
候
へ
ぐ
、
、
下
知
被
レ
申
に
付
て
、

　
一
萬
絵
騎
の
も
の
共
一
人
し
て
五
十
所
、
三
十
贋
に
火
を
か
け
申
候

　
↓
人
心
の
み
や
・
ニ
ト
イ
・
候
へ
ぱ
μ
、
百
が
一
程
も
や
一
り
不
レ
申
礁
い
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
正
朝
鮮
記
）

　
次
に
高
麗
陣
畳
書
に
掲
げ
ら
れ
濁
る
記
事
は
、
加
藤
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ワ
　
　
ワ
　
　
む
　
む
　
む

撒
去
の
情
況
に
し
て
、
清
正
は
　
，
五
六
里
程
高
麗
の
方
へ

翫野

｢
　
O
O
　
O
　
　
G
　
Q

引
取
山
隈
を
取
」
翌
葛
を
以
て
朝
鮮
國
境
内
に
退
却
を
豫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
七
　
ハ
幽
一
七
〉



　
　
　
第
三
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
加
藤
清
正
の
閻
島
進
入
に
就
て

期
せ
る
に
、
敵
軍
大
離
し
て
攻
勢
に
轄
じ
、
清
正
の
門
地

を
攻
繋
し
凍
り
π
る
を
以
て
、
漕
正
自
ら
陣
頭
に
立
ち
、

遊
襲
に
轄
じ
て
敵
を
撃
退
し
、
翌
日
穏
城
に
向
ひ
退
却
せ

し
こ
ご
を
閲
せ
り
○
此
戦
闘
當
措
、
『
俄
に
大
儲
殊
之
外

降
て
、
お
ら
ん
か
い
人
の
つ
ら
へ
吹
き
か
け
』
敵
の
攻
撃

囁
を
困
難
な
ら
し
め
淀
る
の
情
況
を
説
き
、
樹
清
正
記
に
は

『
お
ら
ん
か
い
人
の
死
屍
を
か
そ
へ
け
れ
ば
、
九
百
七
十

三
人
討
取
、
昧
方
討
死
、
侍
九
人
、
難
兵
七
十
九
人
』
囁
ご

記
せ
り
。

　
以
上
の
記
事
中
に
は
誇
張
の
言
紗
か
ら
ざ
る
べ
き
も
、

其
要
貼
を
綜
合
す
れ
ば
、
大
凡
左
の
如
く
な
る
べ
し
〇

　
一
・
加
藤
軍
は
會
呼
出
登
後
兀
艮
給
の
都
に
到
着
す
る
迄
に
、
一
部
を
以

　
　
て
殿
多
の
城
を
攻
略
し
、
其
の
中
の
一
城
に
卜
し
て
は
鹿
將
の
指
揮
を
卑

　
　
以
て
之
を
攻
撃
し
当
る
こ
ピ
。

　
二
、
清
正
の
難
路
は
河
流
に
澹
う
て
下
り
轍
都
攻
繋
の
前
夜
に
下
流
の
野

　
　
じ
陣
し
、
轍
の
夜
聾
を
耀
退
C
宏
る
後
直
ち
に
、
轍
を
遽
回
す
ろ
こ
¢
、

　
　
四
五
里
若
し
く
に
二
三
黒
に
し
て
、
兀
夏
給
の
都
を
眼
下
に
望
見
し
得

　
　
べ
吾
・
倉
興
地
に
回
し
乳
る
こ
ε
o

　
ご
一
、
　
兀
「
山
陰
”
の
都
を
敵
軍
制
3
ッ
ベ
憲
ざ
肯
同
地
上
よ
日
り
敵
を
躬
難
｛
し
、
醗
丘
ハ
謙
却

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　

一
一
入
（
一
一
八
）

　
後
甦
ん
で
多
鍛
の
家
声
に
火
を
放
ち
、
退
部
に
強
姦
、
六
ろ
こ
電
。

四
、
兀
夏
芝
の
都
は
谷
地
に
集
團
厄
る
大
住
民
地
に
し
て
、
住
民
地
を
直

　
接
に
防
型
朋
す
べ
篭
潔
城
廓
主
な
か
一
り
し
こ
ε
〇

五
、
退
蛆
に
方
顯
清
正
の
占
領
し
れ
る
誌
上
陣
地
は
、
兀
亘
暗
の
都
及
朝

　
鮮
國
…
撹
を
距
る
こ
ミ
此
ハ
に
約
一
口
儲
行
程
の
締
叩
鮎
に
し
て
、
　
敵
を
削
制
す
べ

　
き
翼
姫
の
高
地
れ
り
し
こ
ε
。

　
面
鍛
工
の
戦
闘
は
冒
鮫
大
の
…
激
騰
懲
ト
・
し
て
、
　
敵
の
追
撃
に
大
打
撃
を
輿
へ
索

　
る
後
朝
指
詰
境
内
に
退
却
し
れ
る
こ
ミ
。

　
清
正
の
退
却
路
は
前
進
路
ご
異
り
て
、
門
巌
に
重
て
豆

満
江
を
渡
河
し
、
鐘
城
を
経
て
穏
城
に
謡
う
、
爾
後
慶
源

慶
興
を
経
、
東
海
岸
の
沿
海
路
を
取
り
、
鏡
城
に
蹄
還
し

沈
る
こ
ご
疑
を
容
れ
す
。
此
の
黙
に
於
て
は
朝
鮮
側
諸
記

録
の
記
事
全
く
一
致
せ
り
。
高
麗
陣
念
書
に
は
、
書
斎
に

於
て
五
罪
間
の
休
養
を
な
し
、
東
行
五
口
の
後
西
水
羅
に

出
て
把
る
こ
ご
を
記
し
、
清
正
記
に
は
西
水
羅
よ
り
『
三

里
路
戻
り
横
道
に
懸
陣
』
せ
る
を
傳
ふ
Q

　
　
　
　
地
理
上
の
鰯
究
（
熱
論
参
照
）

　
前
掲
の
三
文
籍
に
傳
へ
ら
れ
陀
る
兀
白
鼠
攻
伐
の
事
蹟

を
精
乏
し
之
を
現
時
の
地
理
に
照
合
す
る
に
、
大
圏
に
於



、

b
舳

9

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
加
藤
清
正
の
間
島
遙
入
に
就
て

第
一
號
　
　
一
一
九
（
一
一
九
）

，



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
加
藤
溝
正
の
間
島
進
入
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
二
〇
　
（
一
二
〇
）

て
溝
正
の
行
動
地
域
を
判
定
す
る
に
難
か
ら
す
。
　
　
　
　
め
滅
べ
き
を
以
て
．
城
子
山
上
の
古
城
趾
ご
相
容
れ
す
。

　
抑
々
雄
島
一
帯
の
地
方
は
概
ね
農
作
に
適
し
、
古
丁
幾
　
元
來
山
城
の
円
的
は
戦
欝
狛
錦
福
建
の
避
難
所
に
供
す
る

劣
民
族
雫
奪
の
要
地
継
り
し
を
以
て
到
る
庭
に
古
城
趾
、
　
に
あ
る
を
以
て
、
画
廊
は
山
城
に
近
く
住
居
に
便
利
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ァ
レ

古
墳
、
古
器
物
、
古
麗
等
の
散
在
せ
る
あ
り
◎
就
中
陰
爾
畢
地
に
あ
リ
セ
る
も
の
こ
推
定
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
Q
而
し

メ
ト
ン
　
　
　
ハ
イ
ラ
ソ

巴
通
河
及
海
浪
河
の
谷
地
は
低
き
丘
岡
連
熱
し
、
地
味
豊
　
て
此
の
城
子
山
附
近
ご
、
渾
春
方
面
鯨
北
鮮
熱
演
溝
關
鎭

沃
な
る
一
大
盆
地
に
し
て
、
往
昔
大
な
る
往
民
地
の
趾
ご
結
城
方
面
ご
の
交
通
路
を
観
察
し
、
爾
城
子
山
よ
り
丁
子

推
定
し
得
べ
き
地
黙
続
載
し
ε
せ
す
。
前
掲
清
正
の
報
告
街
の
北
方
高
地
に
亙
り
現
存
せ
る
一
帯
の
士
塁
等
に
鑑
み

書
申
に
、
離
穀
を
産
す
る
泣
所
ご
謂
へ
る
は
即
ち
此
地
域
る
ご
き
は
、
城
子
山
附
近
は
東
間
島
の
要
顯
に
し
て
就
中

に
相
等
し
、
所
謂
兀
良
陰
の
都
な
る
も
の
も
此
盆
地
内
の
　
城
峯
．
山
西
方
喰
爾
巴
漸
落
の
谷
地
に
は
、
恰
も
現
時
の
局

中
心
的
住
民
地
謀
り
し
な
ら
ん
Q
而
し
て
此
の
蕾
都
の
所
・
子
街
に
相
落
せ
る
東
間
島
地
方
の
中
心
的
都
邑
存
在
せ
し

在
地
に
通
し
、
内
藤
博
士
は
嘗
っ
て
之
を
海
魚
河
の
流
域
　
こ
ご
あ
ら
ざ
．
る
か
を
観
想
せ
し
む
。
此
の
都
邑
こ
そ
嘗
つ

に
あ
る
竜
井
村
附
近
に
擬
し
、
池
内
學
士
は
一
歩
を
進
め
　
て
金
工
元
明
の
時
代
を
通
じ
て
此
方
面
に
存
在
し
π
る
南

て
恰
爾
巴
眉
掃
の
河
畔
局
子
街
著
く
は
城
子
山
附
近
範
擬
京
ご
齢
す
る
宥
都
に
相
當
す
べ
く
、
池
内
誌
面
の
着
眼
せ

せ
る
も
、
要
す
る
に
更
料
不
備
の
爲
今
日
に
於
て
的
確
な
　
る
が
如
ぐ
、
假
り
に
南
京
の
古
都
を
以
て
二
宮
の
所
謂
兀

る
断
定
を
下
す
こ
ご
蓋
し
難
か
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
良
陰
の
都
に
擬
し
得
る
も
の
こ
せ
ば
、
加
藤
軍
が
敵
の
夜

　
想
ふ
に
城
子
山
は
標
高
約
四
百
米
突
の
山
城
に
し
て
、
　
襲
を
撃
退
し
、
同
夜
薩
ち
に
追
撃
を
行
ふ
て
到
肴
し
π
る

清
正
の
攻
伐
せ
る
兀
樹
陰
の
敵
都
は
李
地
の
大
住
民
ご
認
高
地
は
、
恰
も
恰
爾
巴
蓮
河
右
岸
の
高
地
に
し
て
、
山
上



よ
り
此
の
都
の
敵
を
傭
記
し

て
一
難
射
撃
を
行
ひ
π
る
の

記
事
に
一
致
す
る
に
序
言
り

　
高
麗
陣
畳
書
の
所
謂
十
三

城
な
る
も
の
は
、
前
に
掲
げ

認
る
清
正
の
報
告
中
に
記
し

あ
る
如
一
、
防
禦
施
設
を
有

す
る
部
落
に
外
な
ら
す
し
て

、
現
地
研
究
の
結
果
池
内
學

士
の
推
測
の
如
く
、
之
を
海

浪
河
の
流
域
に
現
在
せ
る
多

数
の
城
趾
及
邑
嘘
に
推
定
し

て
可
な
り
。
而
し
て
加
藤
軍

は
會
寧
よ
り
海
鷺
沼
流
域
に

進
出
す
る
爲
、
鶴
城
及
兀
良

噌
苓
を
経
由
す
る
現
時
の
會

寧
龍
隣
村
街
道
若
し
く
は
會

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
纂
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藤
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就
て

第
一
號
　
＝
コ
（
一
一
二
）



の

第
三
巻
　
　
難
　
纂
　
　
加
藤
清
正
の
間
島
遙
入
に
就
て

第
一
巻
　

＝
一
二
（
＝
一
二
）

，

9

、



寧
よ
り
漢
城
山
北
方
谷
地
を
経
て
大
拉
子
に
蔵
す
る
薄
街

溢
に
依
ら
す
し
て
、
寧
ろ
會
寧
西
方
約
諾
黒
雲
頭
山
西
南

麓
附
近
に
於
て
豆
満
江
を
渡
り
、
戚
朴
洞
及
五
遊
溝
附
近

を
維
て
東
古
城
附
近
に
到
り
黙
る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
此
滋

路
は
翼
満
江
畔
の
名
城
薫
る
雲
頭
山
の
右
城
ご
、
海
浪
河

畔
の
名
城
π
る
東
古
城
子
の
蕪
城
ご
を
連
動
る
比
較
的
良

好
の
通
路
に
し
て
、
現
時
爾
能
く
牛
車
を
通
す
。
雲
頭
城

は
俗
に
翌
國
城
ご
乾
し
、
流
末
蒲
鮮
満
奴
以
來
北
關
方
面

の
雄
鎭
慮
り
し
こ
ご
既
に
定
論
あ
る
嵐
以
て
叢
に
贅
せ
す

東
古
塊
子
の
城
趾
は
方
形
の
士
量
を
以
て
團
卑
し
、
墨
壁

ば
約
四
十
間
毎
に
側
防
施
設
を
有
し
、
一
面
の
長
さ
二
百

七
十
七
聞
に
擁
し
、
海
鳴
河
流
域
に
現
存
の
諸
城
趾
中
庸

も
完
備
せ
る
も
の
な
り
。
故
に
高
麗
陣
蝿
書
に
特
筆
せ
る

「，

?
上
の
方
の
名
城
」
は
、
或
は
東
古
城
子
の
城
趾
に
擬
す

る
を
得
べ
し
Q
数
に
東
古
城
子
の
下
流
約
二
里
龍
井
村
附

近
に
は
、
多
数
の
古
墳
、
邑
櫨
散
在
せ
る
に
徴
す
れ
ば
、

欝
っ
て
清
正
の
攻
略
せ
る
最
終
の
部
落
存
在
し
陀
る
が
如

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
纂
　
　
撫
藤
清
疋
の
聞
島
進
入
に
就
て

く
推
想
せ
ら
る
、
敵
都
攻
撃
の
前
夜
敵
の
夜
襲
を
撃
退
せ

る
河
絆
の
地
識
も
、
全
般
の
關
係
上
或
は
龍
井
村
近
傍
に

雌
器
す
る
を
得
べ
し
。
龍
弁
村
よ
り
局
子
街
附
近
瞼
爾
巴

通
電
の
谷
地
を
豊
見
し
得
べ
き
高
地
に
至
る
に
は
三
四
里

に
過
ぎ
す
し
て
、
清
正
の
夜
間
に
敵
を
追
締
し
π
る
距
離

ご
略
一
致
す
る
が
如
し
。
加
藤
軍
の
退
却
に
論
り
、
優
勢

な
る
敵
の
追
撃
部
隊
を
撃
破
し
陀
る
山
上
の
陣
地
は
、
局

面
街
ご
鐘
城
こ
の
中
閥
地
礒
に
於
て
之
を
求
め
ざ
る
べ
か
評

ら
す
。
現
地
實
査
の
結
果
に
依
る
に
、
長
北
西
北
方
高
地

（
局
子
街
南
方
約
五
里
）
は
、
局
子
街
若
く
は
龍
垂
垂
方
面

よ
り
鐘
城
方
面
に
嘉
す
る
圭
道
路
を
制
し
、
北
方
よ
り
南

進
す
る
敵
を
遜
卸
す
べ
き
有
利
の
陣
地
に
し
て
、
朝
鮮
國

境
よ
り
恰
も
一
H
行
程
の
距
離
に
あ
り
。
是
或
は
東
予
島

に
於
て
H
本
武
士
の
手
腕
を
磯
揮
せ
る
最
終
の
古
戦
蕩
に

あ
ら
“
さ
る
な
き
か
O

　
　
　
　
艦
　
　
　
「
尾

　
百
事
整
頓
せ
る
現
代
に
於
て
す
ら
、
給
養
其
の
他
の
關

　
　
　
　
　
　
　
第
　
蝋
駐
　
　
　
＝
一
三
　
（
嚇
二
三
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
昨
年
の
更
學
地
理
學
界

係
上
僅
に
敬
百
の
軍
隊
を
北
鮮
地
方
に
動
か
す
の
困
難
な

る
こ
ご
、
乱
入
の
實
験
せ
る
所
な
虹
。
然
る
に
・
今
よ
り
三

百
有
蝕
年
前
の
昔
に
於
て
、
加
藤
清
正
の
一
軍
が
決
意
國

境
の
大
江
を
超
ぬ
て
先
人
未
到
の
胡
地
に
遙
入
し
、
更
に

馬
首
を
縛
じ
て
豆
満
江
畔
の
廣
大
な
る
地
境
を
踏
破
し
歴

る
の
事
蹟
は
、
其
幾
歪
な
る
意
氣
眞
に
嘆
賞
に
値
す
◎
況

ん
や
其
行
動
だ
る
墨
書
民
の
先
登
こ
し
て
一
大
偵
察
を
途

写
せ
る
も
の
こ
認
め
得
べ
き
に
於
て
を
や
Q
清
正
が
夜
曙

に
乗
じ
、
兵
力
を
秘
し
て
敵
の
島
風
を
衝
き
、
直
ち
に
軍

を
撤
し
て
意
地
に
蹄
還
し
π
る
動
作
の
如
き
は
富
今
田
の

所
謂
偵
察
職
の
要
領
に
彷
彿
だ
る
も
の
あ
り
。
其
の
他
清

正
の
行
動
に
醤
し
、
今
口
の
戦
術
上
よ
り
批
判
す
べ
き
興

味
あ
る
問
題
亦
勘
か
ら
ざ
る
も
他
日
更
に
論
ず
る
の
遊
魚

あ
る
べ
し
O
（
大
正
六
年
＋
月
稿
）

第
一
號
　
　
＝
一
四
（
ご
一
四
）

武
蒋
修
業
に
就
て
（
上
）

闘
　
序

留
隅

下

川
　
潮

　
我
國
に
於
て
は
、
古
來
武
士
が
劔
二
等
の
武
術
を
回
る

程
度
迄
修
行
し
た
る
後
、
更
に
諸
國
を
遍
歴
し
て
、
或
は

所
在
の
武
諸
家
ご
技
を
角
し
、
或
は
山
野
に
伏
す
る
等
、

あ
ら
ゆ
る
魚
燈
を
欝
め
て
其
技
術
を
研
き
、
心
嚢
を
練
る

こ
ε
を
属
し
て
、
普
通
に
之
を
武
者
修
行
ご
云
ひ
、
又
兵
・

．
法
修
行
こ
も
云
ふ
。
而
し
て
此
武
者
修
行
は
古
く
よ
り
演

劇
稗
史
軍
談
等
に
よ
り
て
入
口
に
瞼
諭
せ
ら
れ
、
且
つ
朋

治
大
正
の
御
代
に
も
爾
往
々
行
は
れ
つ
》
あ
る
に
拘
は
ら

す
、
其
如
何
に
し
て
起
り
、
如
何
に
し
て
君
達
愛
養
せ
し

も
の
な
る
か
、
三
三
國
以
外
の
外
回
に
は
な
か
り
し
ゃ
否

や
、
こ
れ
等
の
問
題
に
間
す
る
確
實
な
る
智
識
を
吾
入
に

與
ふ
る
研
究
の
登
衷
せ
ら
れ
π
る
も
の
殆
ん
ご
之
あ
る
を


